
中国人観光ガイドの職業観：北京市の観光ガイド調査に基づいて 

― 63 ―

［要旨］
中国では近年，経済の著しい発展に伴う個人可処分所得，余暇時間の増加や国民の観光意

欲の高まりなどを背景に，観光業，特に国内観光が驚異的な速度で発展してきた．しかし，

観光業の第一線で活躍し，観光業の発展に重要な役割を果たす観光ガイドの多くがキャリア

開発上の諸問題に直面している．

そこで，本論は，北京市内で働く観光ガイドを対象に質問紙調査を行うことで，観光ガイ

ド本人が考えるキャリア開発上の諸問題について考察した．その結果，現在の観光ガイド

は，年齢，学歴，収入と定着率が低いこと．また外国語ガイドの不足，観光ガイドの知識と

技能の不足，学校教育の不足，ガイドに対するトレーニングや社会保障の不足などの問題点

が実証的に明らかになり，観光ガイドの収入，仕事への態度，能力への自己評価，勤続年数

に影響を与える要因も明らかになった．
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1．はじめに
（1）本論の背景

中国では，1978年の改革開放政策の導入以降，経済の著しい発展に伴う個人可処分所得と

余暇時間の増加や国民の観光意欲の高まりなどを背景にして，観光，特に国内観光が驚異的

な速度で発展している．

統計によると，中国の国内観光客数は，1994年僅か5.24億人であったが，10年後の2004年

になると，それが倍増し，11.02億人に達した．そして，2014年では，対前年10.7％増加の

36.1億人になり，10年前の3倍を超えた．さらに，2015年は，この数値が40億人になったと

言われている1．そして，その後も，この国内観光客数は伸長しており，2016年には44.4億人，

2017年は48.8億人になると見込まれている2。

上述した中国国内観光の需要増に対応するため，各種の旅行社も急増している．中国国家

統計局の統計によると，全国の旅行社の数は1994年に4,382社であったが，10年後の2004年

には約3倍増の14,927社になった．そして，2014年になると，それは26,650社になり，前年よ

り596社増えた3．さらに，2015年では27,621社に増加している4．

一方，国民の旺盛的な観光ニーズに対応するために，観光ガイドの養成が積極的に推し進

められており，2015年10月時点で，中国全国で約95万人の資格証明書を持つ観光ガイドが存

在すると言われている5．

（2）本論の目的と構成

しかし，この観光ガイド数の増加に反して，中国では，観光ガイドの定着率が低い6，優

秀で適性のあるガイドが不足している7などの指摘が多数存在している．ところが，観光ガ

イドを対象に従前行われてきた中国の研究は，それらの指摘を裏付ける根拠が存在せず，論

者の私見を述べるだけであった．

そこで，本論は，中国観光ガイドを対象に質問紙調査を行うことで，観光ガイドが抱える

問題点を把握することで，中国観光ガイドの実態や観光ガイド観光ガイドの職業観を，観光

ガイド自身の視点から実証的に明らかにしたい．

2．中国の観光ガイドを取り扱う既存研究のレビュー
本論は，「cnki.net」8が掲載する「修士・博士学位論文文献」と，「定期刊行物文献」のデ

ータベースを利用して，それぞれのデータベースに「ガイド」というキーワードを入力し，

従来の観光ガイドを取り扱う先行研究を検索した．

その結果，観光ガイドの資格試験（例えば，劉是今：2008，張瑩：2010など），観光ガイ

ドのトレーニング（例えば，鄧小娟：2011，阮瑶：2002など），観光ガイドの人材育成（例

えば，張金霞：2009，袁俊・劉艶紅：2012など），観光ガイドの管理（例えば，劉春梅：
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2007，楊光明：2012），観光ガイドが直面している問題と対策（例えば，張輝：2009，劉蘭

芳：2002など），観光ガイドの知識・技能（例えば，銭恵梅：2012，王京平：2009など）な

どのアプローチからの研究は多数存在することを見出した．

そのうち，観光ガイドの資格試験に関して，例えば，劉是今（2008）は，観光ガイドの資

格試験に存在する問題として，「資格試験の参加条件が低い」，「資格試験の内容が簡単すぎ

る」などと述べ，「ガイドの資格試験の受験資格を高めるべきである」と主張している．

また，観光ガイドのトレーニングに関して，例えば，鄧小娟（2011）は，雲南省シーサパ

ンナ9のガイドのトレーニングに存在している問題を論述しており，「ガイドの実践経験が豊

かなトレーニング教師があまり足りていない．トレーニングの内容は理論知識を過度に強調

し，実践技能の訓練をネグレクトしている．そして，空疎で，古めかしい知識，理論と実践

が一致していないものを教えられている」などと指摘する．そして，その解決策として，「実

践経験がある観光学専攻卒の教師，観光学専門家と優秀なガイドを教師として選ばれるべき

である．ガイドのトレーニングの内容はガイドの現状と市場の需要に応じて，ガイドの知識

水準と業務能力，特に，実践操作運用能力により，トレーニングの計画と内容を決定すべき

である」と主張している．

さらに，ガイドの人材育成に関して，例えば，張金霞（2009）は，複合型ガイド人材10の

育成について論述している．そして，その育成のためには，教学の目標，カリキュラムの確

立，教師の素質向上などが必要であると主張している．

加えて，観光ガイドの管理に関して，例えば，劉春梅（2007）は，観光ガイドの資格管

理，ガイドに対するトレーニングや資格試験制度，ガイドの社会的地位などを中国と諸外国

とで比較し，中国のガイドの待遇や社会保障を高めるべきであると主張している．

一方，観光ガイドが直面している問題と対策に関して，例えば，張輝（2009）は中国の観

光ガイドは，「人数は少ない，等級が不均衡，学歴が低い，ガイドの使用言語が不均衡であ

る」などの問題を指摘する．そして，これらの問題の解決策として，「観光ガイドの供与制

度の改革，トレーニングの増強や政府からの監督の増強」などを主張する．

そして，ガイドの知識と技能に関して，例えば，銭恵梅（2012）は，ガイドの観光資源な

どを説明する技能の重要性を強調したうえで，その訓練方法について論述している．

また，経済学，社会学，経営学や心理学などの角度から，観光ガイドの適性（朱瑾：

2011，呉剛：2007など），観光ガイドの給与制度（例えば，李小佳：2009，孫帷韬：2013な

ど），観光ガイドの離職（聂方園：2011，毕迎春：2011など），観光ガイドの職業倦怠（例え

ば，彭姣飛：2009，陸官虎：2008など），観光ガイドの職業満足度（例えば，郭燕：2006な

ど），観光ガイドの職業倫理（例えば，孫玉：2013，楚洪濤：2014など）や観光ガイドの人

材管理（例えば，文花枝：2013，黄慶紅：2006など）などのアプローチから観光ガイドを取

り扱う研究も多数存在している．
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このうちの観光ガイドの適性に関して，朱瑾（2011）は一般的な管理者，サービス従事

者，技術者などの適性を分析し，それらを参考にしたうえで，LC旅行社のガイドの適性モ

デルを作り出した．

また，観光ガイドの給与制度に関して，例えば，李小佳（2009）は経済学の視点から中国

観光ガイドの給与問題について論じ，「中国の観光ガイドの外形的な収入が低いため，彼・

彼女らの基本的な生活水準を保証できないのが現状である」と論じている．

さらに，彭姣飛（2009），陸官虎（2008）らは，経営学や心理学の視点から，中国観光ガ

イドの職業倦怠の現状やそれ影響を与える要因について論じている．

加えて，観光ガイドの職業満足度について，例えば，郭燕（2006）は，江西省のガイドに

対する調査を分析したうえで，観光ガイドの職業満足度を高める対策として，「ガイド育成

制度を改めること，ガイドに対する社会保障を確立すること，観光ガイドの社会評価を高め

ることなどがある」と主張する．

観光ガイドの職業倫理の問題について研究した史颹（2013），楚洪濤（2014）らは，中国

観光ガイドの職業倫理の現状とその問題点，およびその問題点の解決策などについて議論し

ており，「中国の観光ガイドはサービス精神の不足，仕事へのプライドの欠如などの職業倫

理の問題がある」と述べている．

しかし，上述した既存研究は確かに．中国の観光ガイドを研究対象にしているものの，多

くの場合，第三者が行った調査を分析しているに過ぎず，また論者の私見を開陳する事例が

多い．そのため，客観的な調査に基づく実証的な研究，特に観光ガイド本人の視点から中国

観光ガイドの実態を考察する研究，中国観光ガイドの職業観に関する研究は皆無であるとい

える．

3．観光ガイドを対象にした調査の概要と分析
（1）調査の概要

前述したように，中国の観光業，特に国内観光の著しい発展に伴い，観光業の第一線で活

躍している中国観光ガイドの役割がより一層重要になっている反面，観光ガイド本人がガイ

ドという仕事をどのように捉えているのかについては，これまで明らかにされていなかった．

そこで，本論は，観光ガイド自身の視点から，観光ガイドがどのような労働環境下にある

のか，彼・彼女らはどのような仕事上の問題点を抱えているのかを把握するとともに，その

問題を生み出した要因を明らかにするために，本論は，①北京市内の「北京市観光人材サー

ビスセンター」と「天安門広場」で観光客が施設見学するあいだ待機している観光ガイドに

直接調査票を配布する，②SNSウェイチャット（Wechat）を通じて，「北京市観光ガイドグ

ループ」に調査票を送り，回答を依頼した．そして，その調査期間は，2016年の3月7日から

4月3日までの約1ケ月である．
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調査票は20の質問項目で構成されており，そのうちの10項目は，回答者の性別，年齢，学

歴，学生時代の専攻，所属組織，使用言語，種類，ガイドとしての経験年数，等級と年収と

いったプロフィールの諸項目である．

そして，残りの10項目は，ガイドという仕事への態度，ガイドとしての能力に対する自己

評価，性格適性テスト参加の有無，ガイドとしての適性に対する自己評価，旅行社での勤続

状況，ガイドとしての勤続年数の予測，知識と技能の充足度，ガイドに関して学校で学習し

た内容の有効性，ガイド能力の獲得手段，ガイドの離職が頻発する理由といった仕事に関す

る諸項目である（表2参照）．

（2）調査回答者の属性

①　回答者の性別，年齢，学歴と学生時代の専攻

回答者の性別は，女性が全体のおよそ51％，男性は約49％であり，回答者に性差がない

（表3参照）．

 
表 1 調査概要 

調査期間 2016 年 3 月 7 日～3 月 11 日 2016 年 3 月 11 日～4 月 3 日 
調査場所 北京市観光人材サービスセンター 北京天安門広場，ネット 
調査方法 アンケート調査 アンケート調査 
調査票配布部数 95 部 天安門広場 450 部 
調査票回収部数 84 部 天安門広場 375 部，ネット 50 部

有効調査票数 60 部 天安門広場 290 部，ネット 50 部

有効調査票合計 400 部 

 
  

 
表 2 調査項目一覧 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

諸
項
目 

1．性別 2．年齢 3．学歴 4．学生時代の

専攻 

5．所属組織 

6．使用言語 7．ガイドの種

類 

8．経験年数 9．ガイド等級 10．年収 

仕
事
に
関
す
る
諸
項
目 

11．ガイドとい

う仕事への態

度 

12．ガイドと

しての能力へ

自己の評価 

13．性格適性テ

スト参加の有無

14．ガイドとし

ての適性に対

する評価 

15．旅行社での

勤続状況 

16．ガイドとし

ての勤続年数

の予測 

17．知識と技

能の充足度 

18．学校で勉強

したことの有効

性 

19．職業能力の

獲得手段 

20．離職が頻発

する理由 
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一方，回答者の年齢は，23歳以上29歳以下が最も多く，全体の約45%を占めている．次い

で，30歳以上39歳以下が全体のおよそ42％である．これに対して，40歳以上の回答者は全体

の9%にすぎず，また22歳以下は4.3%である．そのため，本調査の回答者は，23才以上40才

未満のどちらかといえば若年であるといえる（表4参照）．

そして，回答者の学歴は，3年制大学卒が一番多く，全体のおよそ半分（46.8%）を占めて

いる．そして，高卒以下が，全体の約三分の一（29.8%）を構成しており，この二者で全体

の4分の3を超えている．他方，4年制大学卒は全体の22.5%であり，修士の学歴を持つ回答者

は僅か1%であったことから，本調査の大半の回答者は，どちらかといえば高学歴者でない

ことがわかる（表4参照）．

また，回答者の学生時代の専攻をみると，ガイド専攻が56.5%で過半である．ガイド以外

の観光関係専攻が約15％存在する．そのため，回答者の約7割は，観光関連の専攻に就いて

いたことが理解できる（表4参照）．

②　回答者の所属組織，使用言語と種類

回答者の所属をみると，旅行社が最も多く，全体の半数（50%）を占めている．次いで，

ガイドサービスセンターに属する回答者が全体の約3分の1（37%）存在する．一方，所属先

がないフリーランスの回答者は，13％にすぎない（表5参照）．

また，回答者がガイド時に使用する言語は，中国語が全体の9割以上（92.5%）を占めてお

り，それが外国語である回答者は僅か7.5%にすぎない．（表5参照）．

 
表 3 回答者の性別  （Ｎ＝400）（%） 

男 性 48.8

女 性 51.2

合 計 100.0

 
  

 
          表 4 回答者の年齢、学歴と学生時代の専攻    （Ｎ＝400）（%） 

年齢 学歴 学生時代の専攻 

22 歳以下 4.3 高卒以下 29.8 ガイド専攻 56.5

23－29 歳 44.8 3 年制大学 46.8 ガイド以外の観光専攻 14.8

30－39 歳 42.3 4 年生大学 22.5 観光以外の文系 14.5

40 歳以上 8.8 修士以上 1 理工系 4

合 計 100 合 計 100 その他 10.3

        合 計 100
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一方，ガイドの種類として，回答者の7割以上（71.8%）は現地ガイドで，旅行の最初から

最後まで付き添うスルーガイドは28.2%である（表5参照）．

③　ガイドとしての経験年数，等級と年収

ガイドとしての経験年数は，5年以上10年未満の回答者は最も多く，32.5％を占めている．

次いで，3年以上5年未満の回答者（全体の23.3％），1年以上3年未満の回答者（全体の20.5

％），10年以上の回答者（16.3％）と1年未満（7.5%）の順になる．このことから，本調査の

回答者は，どちらかといえば経験年数が浅い人が多いことに気づく（表6参照）．

また，回答者のガイド等級は，初級が最も多く，全体の約9割（約88%）を占めている．

そのため，本調査の回答者のガイドとしての技能は，初歩段階であるといえる．そして，年

収は，5万元以上8万元未満であることが最も多く全体の36.0%を占めている．さらに，5万元

未満の回答者もおよそ全体の3分の1（28.5％）存在する．これに対して，年収が8万元を超

える回答者は全体の約35％であった．このことから，本調査の回答者は，どちらかといえば

低収入者であることが理解できる（表6参照）．

（3）回答者の仕事観

①　ガイドという仕事への好き嫌いとガイドとしての能力や適性に対する自己評価

「ガイドという仕事への好き，嫌い」について尋ねたところ，「好き」と答えたのは全体の

 
             表 5 回答者の所属組織、使用言語と種類      （Ｎ＝400）（%） 

 
  

所属先 使用言語 ガイドの種類 

旅行社 50.0 中国語 92.5 スルーガイド 28.2

ガイドサービスセンター 37.0 外国語 7.5 現地ガイド 71.8

無所属 13.0 合 計 100.0 合 計 100.0

合 計 100.0

 
表 6 ガイドとしての経験年数、等級と年収      （Ｎ＝400）（%） 

経験年数 ガイド等級 年  収 

1 年未満 7.5 ガイド証明書なし 2.5 5 万元未満 28.5

１年以上 3 年未満 20.5 初級 87.8 5 万元以上 8 万元未満 36.0

3 年以上 5 年未満 23.3 中級 9.5 8 万元以上 10 万元未満 19.5

5年以上 10年未満 32.5 高級 .3 10 万元以上 16.0

10 年以上 16.3 合 計 100.0 合 計 100.0

合 計 100.0 
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3割弱（27.8）であり，「やや嫌い」と「嫌い」と答えた回答者は15%いた．これに対して，

「好きでも嫌いでもない」と答えた回答者が全体の過半数を超えている．このことから，自

分の仕事にあいまいな態度を抱きながら従事し続けているガイドが相当存在することが推察

できる（表7参照）．

一方，ガイドとしての能力を自己評価してもらったところ，回答者の約6割（62.0%）は，

「優秀でも，優秀でもない，どちらともいえない」と考えており，自己の能力に対する評価

も，上述した仕事への好き嫌いと同様に，あいまいであった（表8参照）．

これに対して，回答者にガイドとしての適性を聴取したところ，「適性がある」と「どち

らかといえば適性がある」と答えたのは全体の8割以上（84.3％）であった．このことから，

大半の回答者は，自分にはガイドとしての適性があると思っていることがわかる（表10参

照）．

②　転職経験の有無とガイドを続けたいと思う年数

回答者の転職経験，つまり「ガイドとして勤務していた旅行社数」について尋ねたところ，

「3社以上」が約46％，「2社」が約32％となり，この両者で全体の8割近く（77.9%）に達する

（表11参照）．このことから，本調査の多くの回答者は，旅行社間で転々と移動していること

が推察できる．

 
 表 7 回答者のガイドという仕事への好き嫌い （Ｎ＝400）（%） 

好き 
好きでも 

嫌いでもない 
やや嫌い 嫌い 

27.8 57.3 13.5 1.5 

 
  

 
表 8 回答者のガイドとしての能力への自己評価   （Ｎ＝400）（%） 

どちらかといえば 

優秀 
どちらともいえない

どちらかといえば 

優秀でない 
優秀でない 

20.5 62. 0 17.0 .5 

 
  

 
          表 10 ガイドとしての適性に対する自己評価 （Ｎ＝400）（%） 

適性がある 
どちらかといえ

ば適性がある 

なんとも 

いえない 

どちらかといえ

ば適性がない 
適性がない 

22.5 61.8 14.2 1.3 .3 
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他方，「あなたは，これから何年，ガイドの仕事を続けたいか」と聴取したところ，「生涯

継続する」の回答者は僅か1割程度にすぎなかった．むしろ，全体の6割以上は，「5年以内に

ガイドを辞めたい」と考えていた（表11参照）．この結果から，本調査の回答者の勤続意欲

は，さほど高くないと推測できる．

③　ガイドとしての知識と技能の充足度

全体の回答者に「ガイドとしての知識と技能の充足度」について質問したところ，「足り

ている」，「どちらかといえば足りている」と答えた回答者が過半数を占めていた．しかし，

「足りているとも，足りていないともいえない」というあいまいな評価を下す回答者も約4割

（38.3%）存在しているため，回答者は自己の知識や技能レベルを必ずしも高く評価していな

いことが理解できる（表12参照）．

④　学校で学んだガイド関連の勉強の有効性

観光学やガイド学を専攻した285人の回答者を対象に，「学校で勉強したことがガイドとし

てどの程度役立っているか」と尋ねたたところ，「役立った」と答えたのは僅か13.7%であり，

「どちらかといえば役立った」を含めても，全体の6割に過ぎなかった（59%）．

これに対して，「何とも言えない」と答えた回答者が全体の3割超を占め，これに「どちら

かといえば役立たなかった」と「役立たなかった」を加えると，全体の約4割を占めている．

このことから，回答者は，自分が学んだガイド関連の勉強の実社会での有効性を積極的に評

 
表 11 ガイドとして勤務していた旅行社数とガイドとして勤続の予測年数（Ｎ＝400）（%） 

転職した旅行社数 ガイドとして勤続年数の予測 

転職なし 1.8 1 年以内 5.0 

1 社 20.3 1 年以上 3 年以内 15.5 

2 社 32.3 3 年以上 5 年以内 40.5 

3 社以上 45.6 5 年以上 26.5 

合 計 100.0 生涯継続する 12.5 

  合 計 100.0 

 
  

 
               表 12 知識・技能の充足度     （Ｎ＝400）（%） 

足りている どちらかといえ

ば足りている 

どちらともいえ

ない 

どちらかといえ

ば不足している

不足している 

6.3 46.0 38.3 9.0 .5 
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価していないことが推察できる（表13参照）．

一方，ガイドとして必要な知識や技能の習得手段を，複数回答で尋ねたところ，「日々の

実践を通じて」と答えたのは全体の7割近く（67.8%）になった．次いで，「入社前の研修」

（25.0%），「入社後の研修」（23.8%），「学校教育」（18.0%）「学校卒業前の実習」（16.8%）と

「ガイド審査受験の時」（11.5%）の順であった．

このことから，ガイドの知識と技能は，日々の実践で習得しており，それらの獲得に対し

て，旅行会社，学校及び政府管理機関が果たす役割が，必ずしも高いといえないことが理解

できる（表14参照）．

⑤　ガイドを辞める理由

回答者に，「もし，ガイドを辞めるとしたら，その理由は何か」と尋ねたところ（複数回

答），「社会保障が整っていないから」という答えがもっとも多く，全体の6割以上（63.5%）

に達した．また，「仕事と家庭との両立が困難だったから」と答えた回答者も過半数

（58.8%）存在する．次いでは，「ガイドという仕事に対する社会的な地位が低いから」

（43.3%），体力不足のため（41.3%），「収入に不満があるから」（38.5%），「昇進の可能性がな

いため」（22.8％）の順であった（表15参照）．

上述した理由以外，例えば，「職場の人間関係が悪いため」（7.5%），「性格的に向かない仕

事だから」（6.8%）などを指摘した回答者が少なかったことから，ガイドを辞める主な理由

として，①社会保障の未整備，②仕事と家庭との両立困難さ，③ガイドの社会的地位の低

さ，④収入に対する不満，⑤昇進の可能性のなさが，考えられる（表15参照）．

 
              表 13 学校で学んだガイド関連の勉強の有効性   (Ｎ＝285）（%） 

役立った 
どちらかとい

えば役立った 

なんとも  

いえない 

どちらかとい

えば役立たな

かった 

役立たな  

かった 
合計 

13.7 45.3 30.6 8.1 2.5 100.0 

 
  

 

表14 ガイドとして必要な知識や技能を主にどこで習得したか（複数回答） （Ｎ＝400）（%）           

学校教育 
学校卒業前

の実習 

入社前の 

研修 

入社後の 

研修 

ガイド審査

受験のとき

日々の実践

を通じて 
その他 

18.0 16.8 25.0 23.8 11.5 67.8 8.8 
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（４）調査結果のクロス分析

以上，本調査の単純集計結果を概説した．そこで，以下は，ガイドの属性と，①収入，②

ガイドという仕事への好き嫌い，③ガイドとしての能力に対する自己評価，④ガイドとして

の仕事を継続したい年数との関係について，論述したい．

①　ガイドの属性と収入との関係

ガイドの収入とその属性間の関係をχ2検定で調べたところ，ガイドの年齢（χ2（6）

=1.78，p＞.10），学生時代の専攻（χ2（6）=11.1，p＞.10）の間には，統計的に有意な差異

がなかった．

しかし，ガイドの性別（χ2（3）=31.1，p＜.000），年齢（χ2（6）=57.5，p＜.000），ガイ

ドの種類（χ2（3）=56.5，p＜.000），ガイドが使用する言語（χ2（3）=7.88，p＜.05），ガ

イドの等級（χ2（6）=13.5，p＜.05），勤続年数（χ2（9）=99.5，p＜.000）と所属先（χ2

（6）=19.7，p＜.01）の間に有意な差異が見られた（表16～表22参照）．

そこで，それぞれに対して，残差分析を行ったところ，以下が分かった．

 

   表15 ガイドを辞める理由（複数回答）     （Ｎ＝400）（%）  

性格的に向かない仕事だから 6.8 職場の人間関係が悪いため 7.5

知識・技能不足のため 3.8 昇進の可能性がないため 22.8

体力不足のため 41.3 ガイドの社会的な地位が低いから 43.3

収入に不満があるから 38.5 社会保障が整っていないから 63.5

仕事と家庭との両立が困難だったから 58.8 その他 5.3
 
  

 
表16 ガイドの性別と収入との関係 N＝400   表17 ガイドの年齢と収入との関係 Ｎ＝400 

注：表の上段の数字は度数を，下段は調整済み残差を示す．以下の表も同じ． 
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ア）男性ガイドより女性ガイドの方が収入高い．

イ）年齢，ガイド等級と勤続年数が高まるほど，収入が高くなる傾向がある。

ウ）ガイドの種類では，スルーガイドより現地ガイドの方が，収入が高い．

エ）ガイドが使用する言語では，中国語より外国語が，収入が高い．

オ）旅行社所属のガイドよりガイドサービスセンター所属のガイドの方が収入高い．

 
表18 ガイド資格と収入との関係 N＝400      表19 ガイド等級と収入との関係 Ｎ＝400 

 
  
 
表20 ガイドの使用言語と収入との関係 N＝400  表21 ガイドの所属先と収入との関係 Ｎ＝400 

 
  

 
     表22 経験年数と収入との関係    Ｎ＝400 
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②　ガイドの属性と仕事への好悪との関係

ガイドという仕事への好き嫌いとガイドの属性間の関係をχ2検定で調べたところ，年齢

（χ2（6）=9.79，p＞.10），学歴（χ2（6）=1.46，p＞.10），学生時代の専攻（χ2（6）=7.28，

p＞.10），所属先組織（χ2（6）=1.64，p＞.10），ガイドとしての経験年数（χ2（9）=9.07，

p＞.10），使用する言語（χ2（3）=1.86，p＞.10），ガイドの種類（χ2（3）=1.31，p＞.10），

ガイドの等級（χ2（6）=4.57，p＞.10）の間には，統計的に有意な差異がなかった．

これに対して，ガイドの性別と仕事への態度との間に統計的に有意な差異を見出すことが

できた（χ2（3）=7.89，p＜.05）．そこで，残差分析を行ったところ，女性ガイドより男性

ガイドの方が，ガイドという仕事に対して態度は相対的に悪いことが分かった．（表23参

照）．

③　ガイドの属性と能力に対する自己評価との関係

ガイドとしての能力に対する自己評価とガイドの属性との関係をχ2検定で調べたところ，

性別（χ2（3）=.35，p＞.10），学歴（χ2（6）=11.1，p＞.10），学生時代の専攻（χ2（6）

=7.56，p＞.10），所属先組織（χ2（6）=8.00，p＞.10），ガイドとしての経験年数（χ2（9）

=9.07，p＞.10），使用する言語（χ2（3）=5.53，p＞.10），ガイドの種類（χ2（3）=1.31，p

＞.10），ガイドの等級（χ2（6）=9.55，p＞.10）の間には，統計的に有意な差異がなかった．

これに対して，年齢（χ2（6）=19.5，p＜.01），種類（χ2（3）=8.51，p＜.05），勤続年数

（χ2（9）=34.3，p＜.01），及び収入（χ2（9）=21.4，p＜.05）の間には有意な差異が見られ

た（表24～表27参照）．

そこで，それぞれに対して，残差分析を行ったところ，以下が分かった．

ア）ガイドの年齢，勤続年数と収入が高まるほど，自分の能力に対する評価が高まる．

イ）スルーガイドより現地ガイドの方が，自分の能力に対する評価がよい．

 
   表23 性別と仕事への態度との関係   Ｎ＝400 
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④　ガイドの属性と仕事を継続したい年数との関係

ガイドとしての継続年数とガイドの属性間の関係をχ2で調べたところ，ガイドの性別

（ χ 2（2）=3.72，p＞.10）， 学 歴（χ2（4）=7.641，p＞.10）， 学 生 時 代 の 専 攻（χ2（4）

=1.14，p＞.10），所属先組織（χ2（4）=3.40，p＞.10），ガイドとしての経験年数（χ2（6）

=11.0，p＞.10），使用する言語（χ2（2）=1.65，p＞.10），ガイドの種類（χ2（2）=.26，p

＞.10）のあいだには，統計的に有意な差異がなかった．

しかし，ガイドの年齢（χ2（4）=10.4，p＜.05），等級（χ2（4）=15.6，p＜.01），収入

（χ2（6）=27.4，p＜.000）の間には有意な差異を見出すことができた．そこで，それぞれに

対して，残差分析を行ったところ，ガイドの年齢，等級と収入が高まるほど，ガイドという

仕事をやり続ける予定年数が高くなる傾向があることがわかった（表28～表30参照）．

 
  表24 ガイド資格と能力の自己評価 Ｎ＝400     表25 年齢と能力の自己評価 N=400 

 
  
 
  表26 収入と能力に対する自己評価 Ｎ＝400     表27 勤続年数と自己評価 Ｎ=400  
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4．調査結果から得られる知見
以上の調査結果から，以下が理解できる．

①　ガイドが直面するキャリア上の問題

ア）�本調査から導き出される典型的な観光ガイド像：相対的に若年，高学歴であるが，ガイ

ド資格，ガイド経験，勤続意欲と収入が低い

回答者の年齢から見れば，40代未満の若いガイドが全体の9割以上に達しており，40代以

上のベテランガイドが少なかった．一方，回答者の学歴が高卒以下である割合が約3分の１

であったことから，大半のガイドは，比較的学歴の高い人である．

これに対して，ガイドの等級を見ると，初級者が全体の約9割を占めているため，どちら

かといえば，下位の資格をもつガイドが大半であった．また，その年収をみると，8万元以

下が全体の6割を超えていた．このことから，過半数以上のガイドは，北京市民の年平均収

入（調査当時北京市民の平均年収は8万元以上）に達していないことが理解できる．

加えて，ガイドとしての経験年数では，それが5年未満であった回答者が全体の過半数を

占めていた．そして，ガイドとしてどの程度長く勤めたいかを尋ねたところ，「生涯継続す

る」と答えたのは僅か1割程度であり，「5年以内に辞めるつもりである」と答えた回答者は6

 
 表28 年齢と勤続年数との関係 Ｎ＝400        表29 ガイド等級と勤続年数 N=400  

 
  

 
    表29 収入と勤続年数との関係  N=400  
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割以上に達していた．

イ）�外国語ガイドの不足，ガイドとしての知識と技能に対する自信のなさ，学校教育の役

割，ガイドに対するトレーニングの不十分さ，社会保障などの不足

本論が行った調査の結果から，中国語ガイドと外国語ガイドとの比率は極めて不均衡で，

外国語ガイドのほうが少ないことがわかった．そのため，現在中国のインバウンド観光の需

要に応じられない傾向にあるといえる．

そして，ガイドとしての知識と技能の充足度を自己評価させた質問から，約半分の回答者

はそれを否定，または「よくわからない」と答えていた．そのため，観光ガイドに関連する

仕事上の知識と技能に自信がないことが推察できる．

そして，知識と技能の獲得手段としての学校教育の役割を尋ねた質問結果から，ガイドの

観光関係学校教育に対する評価は，さほど高くないことが分かった．そして，「ガイドとし

て必要な知識や技能を主にどこで習得したか」という質問に対して、「入社前と入社後の研

修」また「ガイド審査の時」と答えたガイドの割合は少ななかったことから，旅行社と政府

のガイド管理機関がガイドに対するトレーニングが不十分で，かつ効果的ではないことが本

論の調査から推察できる．

他方，離職する主な理由は，「社会保障が整っていないから」という理由がしばしば指摘

されていた．このことから，ガイドの定着率を高めるには，政府にとってガイドの社会保障

を整えるのが緊迫的な課題であることが理解できる．

②　�観光ガイドの収入，仕事への態度，観光ガイドとして能力に対する自己評価，勤続年数

に影響を与える要因

今回の調査では，「収入への不満」が，ガイドの離職の主な原因の１つであった．そして，

ガイドの収入は，ガイドの年齢，等級と勤続年数が強く影響していることが分かった．この

ことから，ガイドの収入を高めるには，ガイドの定着率を高め，長期間にわたりガイドとい

う仕事を続けること，より高度のガイド資格・等級への昇進を積極的に促すことが極めて重

要であると考える．

これに対して，ガイドの仕事への好き嫌いという態度はガイドの性別とは関係があり，男

性ガイドより女性ガイドのほうが仕事に対する態度は相対的によいことが分かった．このこ

とから，観光ガイドの仕事のモチベーションを高めるには，男性ガイドの仕事への好感度を

高める必要があるといえる．

さらに，ガイドとしての能力に対する自己評価をみると，ガイドの年齢，勤続年数と収入

が高まるほど，能力に対する自己評価が高くなっているため，ガイドの収入と定着率を高め

ることも重要であると考える．加えて，ガイドの勤続年数は，ガイドの年齢，等級と収入が



中国人観光ガイドの職業観：北京市の観光ガイド調査に基づいて 

― 79 ―

高まるほど長くなることから，それを延伸させるためには，ガイドの等級と収入を高める必

要があることが理解できた．

③　中国観光ガイドが直面している問題を解決するための各関係者・機関が果たすべき役割

オンライン旅行，個人旅行が隆盛になった今日，従来の観光ガイドに関する諸制度は，そ

の時代の潮流に次第に応じられなくなってきた．自分に適している仕事を見つけられない観

光ガイドが多数存在している一方，専門家的な観光ガイドが少なく，観光客の多様な需要に

応じられないのが現状である．

これに対して，中央政府が導入する観光ガイドのノーライセンス制度11などの諸改革政策

は，確かに観光ガイドの市場への自由な進出を保証する制度であるため，従来の観光ガイド

に対する官僚的で，非流動、閉鎖的な管理体制から市場化、自由化、法制化の管理体制への

変革に向けて大きな一歩を踏み出したといえる．

しかし，それは，観光ガイドが直面している問題の改善に一定の効果があるものの，その

低年齢、低資格問題は短時間で根本的に改善できない．そして，低収入や社会保障の不足に

よる低い定着率も国の政策面の改革だけでなく、旅行社などのような観光ガイド雇用機関か

らの努力や協力も極めて必要である．加えて，資格の等級がガイドの給料や昇進などといっ

た利益と直接に関係ない限り，ガイドの高い資格へ進級する原動力がないであろう．

一方，本論の調査結果をみると，大多数の観光ガイドが観光関係教育機関を卒業してい

た．そのため，各種の観光関係学校は，観光ガイド育成の主な担い手といえる．そこで，こ

れらの教育機関にとって，観光業の発展に応じて、観光ガイドにかかわる実践経験豊かな教

師を雇用し，時代遅れのカリキュラムの変革などを考慮に入れるべきであると考える．

さらに，ガイドの雇用者としての旅行社は，観光者により高質のサービスを提供し、より

一層の発展を図るためには、社内のガイド向けの研修などの教育制度の導入とその確立が必

要になる．

5．今後の研究課題
本論は，中国国民の国内旅行の隆盛に伴い，その役割が高まっている観光ガイドを対象

に，質問紙調査を実施した．これにより，これまでに解明されてこなかった観光ガイド自身

が考えるガイドという仕事への好き嫌い，ガイドとしての能力や適性に対する自己評価，ガ

イドとしての職業能力の習得手段，離職が頻発する理由などが明らかになった．

また，ガイドの収入に与える要因，ガイドという仕事への態度に影響を与える要因，ガイ

ドとしての能力に対する自己評価に影響を与える要因，ガイドとしての仕事を継続する年数

に影響を与える要因も集計分析を通して，明らかにした．

しかし，本論では，質問紙調査の対象者が北京で働いている観光ガイドに限定されていた．
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そこで，今後は調査の対象をさらに広げ、大都市で働いている観光ガイドだけでなく，小都

市などでの観光ガイドも対象にして調査を行うなどにより，今回の成果をさらに検証する必

要があると考える．また，観光者と雇用者としての旅行社から見る観光ガイドが直面してい

る問題点などを対照する研究も必要であると考えている．
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Abstract：
In recent years, Tourism industry, especially the Domestic tourism has developed at a 

phenomenal rate in China against the backdrop of Personal Disposable Income, increased 

leisure time accompanying the remarkable development of the economy and rising interest 

in tourism by the people in China. However, the Sightseeing guides who work at the 

forefront of and play an important role in Tourism industry are facing many career problems.

Therefore, this paper considers the career problems facing the current Sightseeing 

guides and their influence factors which the Sightseeing guides themselves think by 

conducting a questionnaire survey targeting the Sightseeing guides working in Beijing. 

　As a result, the current Sightseeing guides have low age, grade, incomes and retention 

rate. Moreover, the problems such as lack of foreign language guides, lack of knowledge 

and skills of tour guide, lack of school education, training and lack of social security are 

clarified, and the problems of the Sightseeing guides income, attitude toward work, ability 

Self-assessment, the factors affecting the number of years of service became clear.

Keywords：
Sightseeing guides of china, views on the occupation

The views on the occupation of the Sightseeing guides of China 
-Based on the investigation into the Sightseeing guides of Beijing-
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